
(57)【要約】

【課題】積載効率を高めることが可能な粉粒体貯留槽に

おける粉粒体投入口構造を提供すること。

【解決手段】粉粒体貯留槽の長方形の天板５１にその長

手方向に長く開口する二つの長方形の開口部５２を設け

、該開口部５２の周囲に補強部材となる蓋基板６１を取

り付け、該蓋基板６１にヒンジ６３１により開閉可能に

蓋体６３を取り付けて、粉粒体貯留槽における粉粒体の

投入口６０を構成した。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 方 形 の 立 方 体 よ り な る 粉 粒 体 貯 留 槽 の 上 面 に 設 け ら れ 、 前 記 粉 粒 体 を 前 記 貯 留 槽 に 投 入
す る 投 入 口 の 構 造 で あ っ て 、
前 記 投 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 長 手 方 向 に 長 く 開 口 す る 長 方 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 粉 粒
体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 に お い て 、
前 記 長 方 形 の 投 入 口 は 、 複 数 の 長 方 形 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 粉 粒 体 貯 留 槽 に
お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 粉 粒 体 搬 送 車 、 粉 粒 体 コ ン テ ナ あ る い は 粉 粒 体 貯 蔵 庫 等 の 粉 粒 体 を 収 容 す る 粉
粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 の 構 造 に 関 し 、 特 に 粉 粒 体 の 前 記 貯 留 槽 へ の 収 納 効 率 を
向 上 さ せ る た め の 粉 粒 体 投 入 口 の 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
粉 状 あ る い は ペ レ ッ ト 状 の 粉 粒 体 を 運 搬 ま た は 貯 蔵 す る た め の 貯 留 槽 が 用 い ら れ て い る 。
従 来 の 貯 留 槽 の 一 例 と し て 、 図 ８ 乃 至 図 ９ に 示 す よ う に 、 ホ ッ パ コ ン テ ナ ９ １ ０ が あ る 。
こ の ホ ッ パ コ ン テ ナ ９ １ ０ の 上 面 の 天 板 ９ ５ １ に は 、 複 数 の 円 形 の 開 口 部 ９ ５ ２ が 前 後 方
向 に 間 隔 を 置 い て 並 ん で 設 け ら れ 、 こ の 各 開 口 部 ９ ５ ２ に 直 径 約 ５ ０ ０ φ の 円 形 の 蓋 体 （
図 略 ） が 取 り 付 け ら れ た 粉 粒 体 投 入 口 ９ ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 粉 粒 体 投 入 口 ９ ６ ０ と 対 向 す る ４ 箇 所 の 底 部 は 、 前 記 蓋 体 と 略 同 一 の 大 き さ で 長 方 形
の 底 板 ９ ４ １ と 、 該 底 板 ９ ４ １ の 周 囲 か ら 粉 粒 体 の 安 息 角 （ 粉 粒 体 が 堆 積 し た と き に 事 前
に 崩 れ る 斜 面 の 傾 斜 角 ） よ り も 大 き な 角 度 で 立 ち 上 が る 前 後 左 右 の 傾 斜 板 ９ ４ ２ 、 ９ ４ ３
と か ら 構 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 ホ ッ パ コ ン テ ナ ９ １ ０ の 一 側 面 の 前 後 方 向 ４ 箇 所 の 傾 斜 板 ９ ４ ３ に 各 々 開 口 し 、
貯 留 さ れ て い る 粉 粒 体 を サ イ ク ロ ン Ｓ を 介 し て ブ ロ ワ Ｂ に よ り 吸 い 出 す 吸 出 口 ９ ４ ４ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 貯 留 槽 の 他 の 例 と し て 、 実 開 平 ５ － ２ ９ ８ ５ ３ 号 公 報 （ 以 下 、 「 特 許 文 献 １ 」 と い
う 。 ） に 記 載 の 「 粉 粒 体 運 搬 車 の 排 出 装 置 」 が あ る 。 こ の 特 許 文 献 １ の 粉 粒 体 運 搬 車 １ に
は 粉 粒 体 収 容 タ ン ク ５ が 搭 載 さ れ て お り 、 該 粉 粒 体 収 容 タ ン ク ５ の 上 面 に は 、 該 粉 粒 体 収
容 タ ン ク ５ 内 に 飼 料 等 の 粉 粒 体 を 投 入 す る た め の ４ つ の 開 口 部 ６ が 車 体 前 後 方 向 に 配 列 し
て 設 け ら れ 、 こ の 開 口 部 ６ の 各 々 に 蓋 ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ の 第 １ 図 乃
至 第 ３ 図 参 照 ）
粉 粒 体 収 容 タ ン ク ５ の 底 部 は 、 第 ３ 図 の 背 面 図 で 明 ら か な よ う に 、 下 部 に 向 か っ て 先 細 の
傾 斜 面 が 設 け ら れ 、 こ の 傾 斜 面 が 前 後 方 向 に 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ５ － ２ ９ ８ ５ ３ 号 公 報 （ 第 １ 図 乃 至 第 ３ 図 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 に 示 し た 従 来 の 貯 留 槽 の 例 と し て の ホ ッ パ コ ン テ ナ ９ １ ０ や 粉 粒 体 収 容 タ ン ク ５ に 設
け ら れ た 粉 粒 体 投 入 口 と し て の 開 口 部 ９ ５ ２ や 開 口 部 ６ は 、 貯 留 槽 の 前 後 方 向 に 複 数 配 列
さ れ た 略 正 方 形 の 小 型 の も の で あ る た め 、 こ の 開 口 部 か ら 粉 粒 体 を 投 入 す る と 、 図 ９ に 示
す よ う に 、 投 入 さ れ た 粉 粒 体 の 安 息 角 に よ る 山 形 の 堆 積 形 状 Ｙ １ が 開 口 部 ９ ６ ０ の 数 だ け
形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 相 隣 り 合 う 堆 積 形 状 Ｙ １ の 接 触 部 は 谷 型 の 谷 部 Ｔ １ と な り 、 こ の 谷 部 Ｔ １ の
分 だ け 粉 粒 体 が 積 載 さ れ な い こ と と な り 、 積 載 効 率 が 低 下 す る と い う 問 題 が 生 じ て い た 。
ま た 、 こ の 谷 部 Ｔ １ は 、 粉 粒 体 を ど の 高 さ ま で 積 載 し て も 発 生 す る た め 、 堆 積 形 状 Ｙ １ の
頂 部 が 開 口 部 ９ ５ ２ に 達 す る ま で 粉 粒 体 を 積 載 し た と し て も 、 依 然 と し て 谷 部 Ｔ １ が 残 る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 か か る 課 題 を 解 決 す べ く 、 積 載 効 率 を 高 め る こ と が 可 能 な 粉 粒 体 貯 留
槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ に 記 載 の 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 は 、 長 方 形 の 立 方
体 よ り な る 粉 粒 体 貯 留 槽 の 上 面 に 設 け ら れ 、 前 記 粉 粒 体 を 前 記 貯 留 槽 に 投 入 す る 投 入 口 の
構 造 で あ っ て 、 前 記 投 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 長 手 方 向 に 長 く 開 口 す る 長 方 形 で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
よ っ て 、 投 入 口 の 長 手 方 向 に 沿 っ て ホ ッ パ を 移 動 し な が ら ホ ッ パ か ら 粉 粒 体 を 投 入 す る と
粉 粒 体 の 安 息 角 に よ る 長 手 方 向 の 傾 斜 が 投 入 口 の 前 後 端 の み に 発 生 し 、 途 中 に は 谷 部 が 発
生 し な い の で 、 そ の 分 、 粉 粒 体 を 多 く 積 載 す る こ と が で き 、 貯 留 槽 の 積 載 効 率 を 向 上 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ２ に 記 載 の 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 は 、 請 求 項
１ に 記 載 の 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 に お い て 、 前 記 長 方 形 の 投 入 口 が 、 複
数 の 長 方 形 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
よ っ て 、 安 息 角 に よ る 谷 部 の 数 を 極 力 減 ら し て か つ 、 投 入 口 の 開 口 に よ る 貯 留 槽 の 強 度 を
確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 の 一 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図
面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 粉 粒 体 貯 留 槽 に お け る 粉 粒 体 投 入 口 構 造 は
、 ホ ッ パ コ ン テ ナ に 設 け ら れ た も の で あ る 。
こ こ で 、 図 １ は 、 ホ ッ パ コ ン テ ナ の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 ホ ッ パ コ ン テ ナ の 側 面 図 、 図
３ は 、 同 じ く 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 構 成 ） 粉 粒 体 貯 留 槽 と し て の ホ ッ パ コ ン テ ナ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 ホ ッ パ コ ン テ ナ
１ ０ は 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 端 の 前 枠 ２ ０ と 、 後 端 の 後 枠 ３ ０ と 、 こ れ ら 前 後
の 枠 ２ ０ 、 ３ ０ の 下 端 の 左 右 を 前 後 方 向 で 連 結 し 、 前 後 方 向 に 梯 子 状 に 形 成 さ れ た 床 フ レ
ー ム ４ ０ と 、 同 じ く 上 端 の 左 右 を 前 後 方 向 で 連 結 す る 天 井 フ レ ー ム ５ ０ と か ら な る 枠 体 １
１ に 、 前 枠 ２ ０ に 取 り 付 け た 前 壁 ２ １ と 、 後 枠 ３ ０ に 取 り 付 け た 後 壁 ３ １ と 、 天 井 フ レ ー
ム ５ ０ に 取 り 付 け た 天 板 ５ １ と 、 前 後 の 枠 ２ ０ 、 ３ ０ の 左 右 の 一 方 の 側 枠 と 天 井 フ レ ー ム
５ ０ と 床 フ レ ー ム ４ ０ と で 囲 ま れ る 部 分 に 取 り 付 け た 左 右 の 側 壁 ７ １ と か ら な る 長 方 形 の
立 方 体 で 、 長 さ は 約 ６ ． ０ ６ ｍ 、 幅 は 約 ２ ． ４ ４ ｍ 、 高 さ は 約 ２ ． ５ ９ ｍ の 海 上 コ ン テ ナ
の 規 格 寸 法 で 作 ら れ た も の で あ る 。
床 フ レ ー ム ４ ０ と 天 井 フ レ ー ム ５ ０ の 各 四 つ の 角 部 に は 、 こ の ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ を 運 搬
す る た め の ト レ ー ラ ト ラ ッ ク や ク レ ー ン に 搭 載 す る と き に 緊 締 装 置 で 固 定 す る た め の ロ ッ
ク 孔 を 有 す る コ ー ナ ブ ロ ッ ク ２ ２ 、 ３ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
床 フ レ ー ム ４ ０ に は 、 該 床 フ レ ー ム ４ ０ の 前 後 方 向 の 長 さ を 略 ４ 等 分 し た ４ 箇 所 の 略 中 央
部 に 、 左 右 に 長 い 長 方 形 の 床 板 ４ １ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 床 板 ４ １ に 向 か っ て 前 記 各 壁 ２
１ 、 ３ １ 、 ７ １ か ら 傾 斜 す る 前 後 傾 斜 板 ４ ２ 、 左 右 傾 斜 板 ４ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 す
な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 の ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ の 床 は 、 前 後 左 右 の 傾 斜 板 ４ ２ 、 ４ ３ に よ
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り 上 方 に 開 放 す る 四 つ の 逆 四 角 錐 が 前 後 方 向 に 連 続 す る 形 態 と な っ て い る 。
そ し て 、 四 つ の 左 右 傾 斜 板 ４ ３ の 左 右 い ず れ か 一 方 の 傾 斜 板 ４ ３ に 、 粉 粒 体 を 吸 い 出 す 四
角 形 の ダ ク ト 状 の 吸 出 口 ４ ４ が 取 り 付 け ら れ 、 そ の 吸 出 口 ４ ４ に は 開 閉 可 能 な 蓋 ４ ４ １ が
取 り 付 け ら れ 、 常 時 は 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
天 板 ５ １ に は 、 本 発 明 の 主 要 な 要 素 で あ る 粉 粒 体 投 入 口 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 粉 粒 体 投
入 口 ６ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ の 天 板 ５ １ を 前 後 方 向 で 二 分 割 し た
部 分 の 略 中 央 に 前 後 方 向 に 並 ん で 設 け ら れ た 二 つ の 長 方 形 の 開 口 部 ５ ２ に 、 該 開 口 部 ５ ２
の 周 囲 を 補 強 す る よ う に 取 り 付 け た 蓋 基 板 ６ １ と 、 該 蓋 基 板 ６ １ に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け た
蓋 体 ６ ３ と か ら な る も の で あ る 。
１ 箇 所 の 開 口 部 ５ ２ の 大 き さ は 、 長 さ が 約 ２ ． ０ ｍ 、 幅 が ０ ． ６ ｍ の 長 方 形 の も の で 、 ２
箇 所 の 開 口 部 ５ ２ の 間 に は 約 ０ ． ８ ８ ｍ の 間 隔 が 設 け ら れ て い る 。
蓋 基 板 ６ １ は 、 開 口 部 ５ ２ の 外 周 に 向 か っ て 天 板 ５ １ の 上 面 に 溶 接 さ れ た 底 辺 ６ １ １ の 内
端 か ら 上 方 に 向 か う 断 面 Ｌ 字 状 と し た 縦 辺 ６ １ ２ の 上 端 に 、 断 面 コ 字 状 を 横 臥 さ せ て そ の
開 口 部 を 外 側 に 向 け た 縁 材 ６ １ ３ の 下 辺 の 端 部 を 連 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 粉 粒 体 投 入 口 ６ ０ の 左 右 の い ず れ か 一 方 の 縦 辺 ６ １ ２ の 外 面 に 、 蓋 体 ６ ３ を 回 動
可 能 に 支 持 す る ヒ ン ジ ６ ３ １ が 取 り 付 け ら れ 、 他 方 の 縦 辺 ６ １ ２ の 外 面 に は 、 蓋 体 ６ ３ を
閉 じ た と き に 締 め 付 け る ロ ッ ク ６ ３ ２ が そ れ ぞ れ 所 要 数 取 り 付 け ら れ て い る 。
し た が っ て 、 こ の 蓋 基 板 ６ １ に よ り 、 大 き な 長 方 形 の 開 口 部 ５ ２ を 補 強 し 、 ホ ッ パ コ ン テ
ナ １ ０ の 全 体 の 強 度 を 保 っ て い る 。
な お 、 図 １ の ２ 点 鎖 線 で 示 す 長 方 形 は 、 蓋 体 ６ ３ が 開 い た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 作 用 ） 　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ に 粉 粒 体 を 投 入 す る 場 合 は 、 図 ５ の 正 面 図 に 示 す よ う に 、 工 場 建 屋 の
天 井 等 に 設 置 さ れ た レ ー ル ８ ２ の 下 方 で 、 そ の 長 手 方 向 （ 図 ５ で 紙 面 に 直 角 方 向 ） に 平 行
に ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ を 設 置 す る 。
レ ー ル ８ ２ に 、 粉 粒 体 を 収 納 し た フ レ キ シ ブ ル コ ン テ ナ ８ １ と 、 フ レ キ シ ブ ル コ ン テ ナ ８
１ か ら 粉 粒 体 を 一 旦 収 容 す る ホ ッ パ 装 置 ８ ０ と を 、 長 手 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 ホ ッ パ 装 置 ８ ０ 、 フ レ キ シ ブ ル コ ン テ ナ ８ １ を ホ ッ パ コ
ン テ ナ １ ０ の 投 入 口 ６ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 矢 印 の 向 き に 移 動 さ せ な が ら 粉 粒 体 を ホ ッ パ
コ ン テ ナ １ ０ 内 に 落 下 さ せ る 。
す る と 、 粉 粒 体 の 堆 積 形 状 Ｙ ２ は 、 図 ６ の 側 面 断 面 図 に 示 す よ う に 、 頭 頂 部 が 扁 平 で 、 前
後 端 で 安 息 角 の 谷 部 Ｔ ２ を 有 す る 形 状 と な る 。
す な わ ち 、 図 ９ に 示 す 投 入 口 ９ ６ ０ の 小 さ な 従 来 の ホ ッ パ コ ン テ ナ ９ １ ０ に 粉 粒 体 を 投 入
し た 場 合 に 比 較 す る と 、 相 隣 り 合 う 投 入 口 ９ ６ ０ の 間 の 閉 鎖 部 分 の 箇 所 が 減 少 し て 投 入 口
が 連 続 し た 分 、 谷 部 Ｔ １ の 数 が 減 り 、 中 間 の ２ 箇 所 の 谷 部 Ｔ １ を 粉 粒 体 が 埋 め る こ と と な
り 、 こ の 分 、 粉 粒 体 の 積 載 量 が 増 加 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ 内 の 粉 粒 体 を 排 出 す る 場 合 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 左 右 の 一 方 の 傾 斜
板 ４ ３ に 設 け た 吸 出 口 ４ ４ の 蓋 ４ ４ １ を 開 い て 、 ス テ ン レ ス 製 の 吸 出 管 Ｐ を 差 し 込 み 、 こ
の 吸 出 管 Ｐ に 接 続 し た サ イ ク ロ ン Ｓ お よ び ブ ロ ア Ｂ に よ り 吸 引 し て サ イ ク ロ ン Ｓ に よ り 空
気 と 粉 粒 体 を 分 離 す る こ と に よ り 、 粉 粒 体 を 排 出 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ホ ッ パ コ ン テ ナ １ ０ に 設 け た 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 は 、 長 方 形
の 天 板 ５ １ に そ の 長 手 方 向 に 二 つ の 長 方 形 の 開 口 部 ５ ２ を 設 け 、 該 開 口 部 ５ ２ の 周 囲 に 補
強 部 材 と な る 蓋 基 板 ６ １ を 取 り 付 け 、 該 蓋 基 板 ６ １ に 開 閉 可 能 に 蓋 体 ６ ３ を 取 り 付 け て 、
粉 粒 体 の 投 入 口 ６ ０ と し た の で 、 開 口 部 の 強 度 を 確 保 し つ つ 、 粉 粒 体 投 入 時 に ホ ッ パ を 投
入 口 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ な が ら 投 入 で き る た め 、 粉 粒 体 の 安 息 角 に よ っ て 生 じ る
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谷 部 の 数 を 減 ら す こ と が で き 、 そ の 分 、 粉 粒 体 の 積 載 量 を 増 や す こ と が 可 能 と な っ た 。 本
実 施 の 形 態 の 場 合 で は 、 積 載 効 率 は ８ ２ ％ か ら ８ ９ ％ に 上 昇 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 の 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 で 様 々 な 変 更 が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 の 投 入 口 構 造 を ホ ッ パ コ ン テ ナ に 設 け た 例 で 説 明 し
た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 粉 粒 体 搬 送 車 や 粉 粒 体 貯 蔵 庫 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 長 方 形 の 立 方 体 よ り な る 粉 粒 体 貯 留 槽 の 上 面 に 設 け ら れ 、 前 記 粉 粒 体 を 前 記 貯
留 槽 に 投 入 す る 投 入 口 の 構 造 で あ っ て 、 前 記 投 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 長 手 方 向 に 長 く 開 口
す る 長 方 形 に 構 成 し た の で 、 投 入 す る 粉 粒 体 の 安 息 角 に よ っ て 生 じ る 谷 部 の 数 を 減 ら す こ
と が で き 、 そ の 分 、 粉 粒 体 貯 留 槽 の 積 載 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ の
平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ の
側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ の
背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ に
粉 粒 体 を 投 入 す る 状 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ に
粉 粒 体 を 投 入 す る 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 採 用 し た ホ ッ パ コ ン テ ナ か
ら 粉 粒 体 を 排 出 す る 状 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 有 す る ホ ッ パ コ ン テ ナ の 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 粉 粒 体 の 投 入 口 構 造 を 有 す る ホ ッ パ コ ン テ ナ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 ホ ッ パ コ ン テ ナ
５ １ 　 　 　 　 天 板
５ ２ 　 　 　 　 開 口 部
６ ０ 　 　 　 　 投 入 口
６ １ 　 　 　 　 蓋 基 板
６ ３ 　 　 　 　 蓋 体
Ｙ 　 　 　 　 　 堆 積 形 状
Ｔ 　 　 　 　 　 谷 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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